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亀
田
総
合
病
院
健
康
保
険
組
合
の
令
和
８
年
度
の
予
算
案
が
、
去
る
２
月
19
日
開
催
の
第
79
回

組
合
会
に
お
い
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
健
康
保
険
組
合
の
令
和
８
年
度
予
算
は
、
経
常
収
支

に
お
い
て
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
を
圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
は
、
高
齢
者
医
療
へ
の

納
付
金
で
す
。
特
に
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
っ
た

こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額
は
高
水
準
で
移
行
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
納
付
金
は
今
後
、
保
険
料
収
入
の

伸
び
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
当
健
保
組
合
の
支
出
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
高
額
な
治
療
や

薬
剤
が
増
加
し
、
保
険
給
付
費
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

健
保
財
政
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
８
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
と
医

療
保
険
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
額
療
養
費

制
度
で
は
所
得
に
応
じ
た
負
担
の
見
直
し
や
年
間
上
限
額

の
新
設
が
盛
り
込
ま
れ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ
い
て
は
患
者

に
一
定
の
追
加
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
方

高
齢
者
医
療
へ
の
納
付
金
が
財
政
を
圧
迫

資
源
を
最
大
限
活
用
し
、

よ
り
質
の
高
い
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す

向
で
す
。
こ
れ
ら
の
改
革
が
医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
児
童
手
当
の
拡
充
や
育
児
支
援
の
財
源
を
全

世
代
で
負
担
し
合
い
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
支
援
金
は
保
険
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
健
康
保

険
組
合
が
国
に
代
わ
っ
て
徴
収
・
納
付
し
ま
す
が
、
健
康

保
険
組
合
の
保
険
給
付
や
保
健
事
業
に
は
充
当
さ
れ
ま
せ

ん
。
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
健
保
組
合
は
、
厳
し
い
状
況
下
で
も
、
限
ら
れ
た
資

源
を
最
大
限
活
用
し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
健
康

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
医
療
機
関
の
受
診
を

心
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

予算のポイント
●保険料率は据え置き、
　子ども・子育て支援金の拠出が開始
　一般保険料率、介護保険料率ともに据え置きます。しか
し、今後は保険給付費、高齢者医療への納付金の増加が見
込まれることから、引き上げも避けられない状況になって
います。また、今年度より子ども・子育て支援金の拠出が
開始します。

●高齢者医療への納付金が健保財政を圧迫
　高齢者医療への納付金は、2,700万円の減少となりまし
たが、依然として健保財政を圧迫しています。

●効果的な保健事業で給付費の効率化を目指す
　第３期データヘルス計画に沿った効果的な保健事業で健
康の保持増進を推進し、保険給付費の効率化を目指します。

令
和
８
年
度　

予
算
の
お
知
ら
せ
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保険料（456,262円）

繰入金（26,867円）

雑収入（627円）出産育児交付金（792円）

調整保険料（6,567円） 国庫補助金収入（37円）
国庫負担金等（180円）

繰越金（4円）

財政調整事業交付金（985円）

営繕費（3,797円） 連合会費（368円）
雑支出（146円）
積立金（90円）
子ども勘定繰入（4円）

財政調整事業拠出金
（6,567円）
事務費（16,226円）
保健事業費
（45,125円）

保険給付費
（269,371円）

納付金
（145,622円）

支　出
492,320円

収　入
492,320円

予備費（5,005円）

収
　
入

子ども・子育て支援金 60,967
雑 収 入 2
一 般 勘 定 受 入 273

合　　　計 61,242

支
　
出

子ども・子育て支援納付金 56,286
還 付 金 5
積 立 金 2
一 般 勘 定 繰 入 1
雑 支 出 1
予 備 費 4,947

合　　　計 61,242

収
　
入

保 険 料 2,547,310
基 本 保 険 料 1 , 7 3 3 , 1 2 6
特 定 保 険 料 814 , 1 8 4

国 庫 負 担 金 等 1,004
調 整 保 険 料 36,661
繰 越 金 273
繰 入 金 150,001
国 庫 補 助 金 収 入 207
出 産 育 児 交 付 金 4,419
財政調整事業交付金 5,500
雑 収 入 3,498
子 ど も 勘 定 受 入 1

合　　　　計 2,748,874
経常収入合計 2,556,431

支
　
出

事 務 費 90,590
保 険 給 付 費 1,503,899
法 定 給 付 費 1 , 5 0 3 , 4 8 9
付 加 給 付 費 410

納 付 金 813,005
前期高齢者納付金 183 , 0 0 0
後期高齢者支援金 630 , 0 0 0
そ の 他 5

保 健 事 業 費 251,933
還 付 金 2
営 繕 費 21,200
財政調整事業拠出金 36,661
連 合 会 費 2,057
積 立 金 500
雑 支 出 812
子 ど も 勘 定 繰 入 273
予 備 費 27,942

合　　　　計 2,748,874
経常支出合計 2,662,597

経常収支差引額 ▲106,166千円

収
　
入

保 険 料 223,071
繰 入 金 20,000
雑 収 入 137

合　　　計 243,208

支
　
出

介 護 納 付 金 224,775
還 付 金 30
積 立 金 5,000
雑 支 出 30
予 備 費 13,373

合　　　計 243,208

令和８年度 収入支出予算概要

予算編成の基礎となった数字

介
護
保
険
分（
千
円
）

支
援
金
分（
千
円
）

子
ど
も
・
子
育
て

健
康
保
険
分（
千
円
）

◉被保険者数　5,583人

・特定健診の受診対象者数　2,975人

◉平均標準報酬月額　379,831円

◉総標準賞与額（年間合計）　3,181,007千円
◉平均年齢　40.05歳

◉被扶養者数　1,920人
◉前期高齢者加入率　3.703704％

被保険者1人当たりで見ると

◉健康保険料率　1,000分の92.000

・一般保険料率　1,000分の90.700

　基本保険料率　1,000分の61.710

　特定保険料率　1,000分の28.990

・調整保険料率　1,000分の1.300
◉介護保険の対象となる被保険者数　2,475人 
◉介護保険料率　1,000分の16.000

◉子ども・子育て支援金率　1,000分の2.3

（男性　1,908人、女性　3,675人）

（被保険者　2,641人、被扶養者　334人）

（男性　497,257円、女性　317,644円）

（男性　41.33歳、女性　39.38歳）

（事業主　1,000分の46.000、被保険者　1,000分の46.000）

（事業主　1,000分の45.350、被保険者　1,000分の45.350）

（事業主　1,000分の30.855、被保険者　1,000分の30.855）

（事業主　1,000分の14.495、被保険者　1,000分の14.495）

（事業主　1,000分の8.000、被保険者　1,000分の8.000）

（事業主　1,000分の1.15、被保険者　1,000分の1.15）
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角
館
駅
か
ら
北
西
に
進
み
、
か
つ
て

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
エ
リ
ア
に
入
る
。

さ
ら
に
北
上
す
る
と
、
黒
板
塀
に
囲
ま

れ
た
重
厚
な
屋
敷
が
並
ぶ
通
り
に
出
る
。

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
指
定
さ
れ
る
「
角
館
武
家
屋
敷
通
り
」

だ
。
各
戸
か
ら
咲
き
こ
ぼ
れ
る
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
を
眺
め
つ
つ
歩
を
進
め
、
ま
ず

は
「
角
館
樺か

ば

細ざ
い

工く

伝
承
館
」
へ
。
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
樹
皮
を
使
っ
た
伝
統
工
芸
品

“
樺
細
工
”
の
技
法
を
紹
介
す
る
資
料
館

で
、
武
家
屋
敷
風
の
門
に
赤
れ
ん
が
造

り
の
建
物
が
映
え
る
。
武
士
の
手
内
職

と
し
て
発
展
し
た
工
芸
品
の
、
質
素
な

が
ら
も
味
わ
い
深
い
魅
力
に
触
れ
た
い
。

　

同
じ
通
り
に
並
ぶ
武
家
屋
敷
の
う
ち
、

最
大
規
模
を
誇
る
「
角
館
歴
史
村 

青
柳

家
」
で
は
、
武
士
の
暮
ら
し
を
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
。
住
居
や
武
具
、
調

度
品
の
展
示
を
巡
れ
ば
、
質
実
剛
健
な

武
家
文
化
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
。

　

武
家
屋
敷
通
り
を
抜
け
て
西
に
向
か

う
と
、
不
意
に
景
色
が
開
け
、
満
開
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
る
「
桧
木
内

川
堤
」
が
見
え
て
く
る
。
見
事
な
桜
の

ト
ン
ネ
ル
を
眺
め
な
が
ら
約
２
km
の
並

木
道
を
歩
け
ば
、
自
然
と
背
筋
が
伸
び
、

体
も
軽
く
な
る
よ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
身
を
充
実
さ
せ

た
ら
、
武
家
町
の
南
側
、
由
緒
あ
る
商

家
が
並
ぶ
“
外
町
”
エ
リ
ア
へ
。
土
産

物
店
「
角
館
桜
皮
細
工
セ
ン
タ
ー
」
に

併
設
さ
れ
た
「
角
館
外
町
史
料
館 
た
て

つ
」
に
立
ち
寄
り
、
商
家
の
蔵
を
活
用

し
た
館
内
で
、
か
つ
て
の
町
人
文
化
や

暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
る
。

　

旅
の
締
め
く
く
り
に
は
、
創
業
１
７
０

年
の
老
舗
「
安
藤
醸
造 

本
店
」
を
訪
ね
、

“
い
ぶ
り
が
っ
こ
”
や
“
寒
こ
う
じ
”
な

ど
、
秋
田
な
ら
で
は
の
発
酵
食
品
を
試

食
し
な
が
ら
、と
っ
て
お
き
の
腸
活
フ
ー

ド
を
土
産
に
選
び
た
い
。

秋
田
県
仙
北
市
の
南
西
部
に
位
置
す
る
角か

く
の
だ
て館

は
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
エ
リ
ア
。

歴
史
あ
る
蔵
造
り
の
建
物
や
武
家
屋
敷
が
並
ぶ
ま
ち
な
み
は
「
み
ち
の
く
の
小
京
都
」
と
も
称
さ
れ
る
。

４
月
下
旬
ご
ろ
に
は
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
古
木
や
桧ひ

の

木き

内な
い

川が
わ

の
桜
並
木
が
見
頃
を
迎
え
、

桜
と
と
も
に
紡
が
れ
て
き
た
角
館
の
歴
史
と
文
化
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。

秋田県
仙北市

み
ち
の
く
の
春
を
こ
と
ほ
ぐ

古
趣
豊
か
な
桜
の
ま
ち
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※営業時間などデータは変更される場合があります。詳細は各施設にお問い合わせください。

武家屋敷通り付近に
は、秋田名物「稲庭う
どん」を味わえる店が点
在する。観光の合間に
味わいたい。

本店を象徴するレトロな
れんが造りの蔵座敷は
明治期に建てられたもの
で、内部の見学も可能。

毎年４月中旬から開催される「角館の桜ま
つり」ではライトアップされた夜桜も楽しめる。

角館駅
START/GOAL

秋田新幹線

角館武家屋敷通り

秋田内陸線

角館を代表する武家屋敷の一つ。上級武士の格式を感じさせる重厚な薬
医門や、かやぶき屋根の母屋が目を引く。約3,000坪の敷地には、よろ
いやかぶと、武家道具を展示する６つの資料館があり、見どころは盛り
だくさん。青柳家をはじめとする武家屋敷が並ぶ通りは「日本さくら名所
100選」にも選ばれており、春には各戸のシダレザクラが訪れる人を迎える。

創業170年の歴史を誇る老舗醸造元。みそやしょうゆをはじめ、い
ぶりがっこなどの伝統的な漬物、秋田発祥の万能調味料「寒こうじ」
などを製造・販売している。店内では人気商品の試飲・試食のほか、
しょうゆ4種の味比べなどの醸造元ならではの体験ができる。

ヤマザクラの樹皮を生かした伝統工芸「樺細工」
を、見て・知って・体感できるスポット。館内では
職人による製作実演が行われ、熟練の技を間近
で見学できる。角館の歴史や文化を深く学べる展
示室のほか、物産館や喫茶室も併設。

民芸品や特産品が並ぶ土産物店「角館桜皮細工
センター」併設の史料館。由緒ある商家の蔵を
活用し、格式ある生活用品、趣味で収集された
美術品の数々を展示する。買い物の合間に観覧
できる施設として開放されており、かつて商人町
として栄えた「外町」の歴史と文化を今に伝える。

角館の中心を流れる桧木内川左
岸の桜並木。約400本のソメイヨ
シノの大木が伸び伸びと枝を伸ば
し、見事な景観をつくり出す。一
帯は国指定名勝で「日本さくら名
所100選」にも選ばれたお花見ス
ポット。春には約２㎞に及ぶ桜の
トンネルが花見客を迎える。

DATA　時間：9：00 ～ 17：00（12 月～３月は 16：30 まで）／休：無休／電話 ：
0187-54-3257

DATA　時間：8：30 ～17：00 ／休：無休／電話：0187-53-2008

DATA　時間：9：00～17：00（12月～３月は16：30まで）
※最終入場は閉館30分前まで／休：年末年始／電話：
0187-54-1700（製作実演の実施日時は要確認）

DATA　時間：10：00 ～17：00／休：無休／電話：0187-
53-2639

DATA　時間：見学自由／電話：0187-
43-3352（仙北市観光課）

角館歴史村 青柳家

安藤醸造 本店

角館樺細工伝承館

角館外町史料館 たてつ

桧木内川堤 ソメイヨシノ

2

3

1

安藤醸造
本店5

角館外町
史料館
たてつ

4

桧木内川堤
ソメイヨシノ3

5
4

約4.7km
約65 分

walking 
map

角館歴史村
青柳家2

角館樺細工
伝承館1
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　健康保険は、病気やけがの医療費の自己負担が軽減され
るほか、働けない期間や産休中に手当金が支給されるなど、
私たちの暮らしを支える大切な制度です。令和7年12月か
ら医療機関の受診等はマイナ保険証を基本とする仕組みに
変わりました。改めて健康保険の基本を確認しましょう。

働く人とその家族を支える
健康保険の基本をおさらいしよう！

健 康 保 険
知って納得！
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